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料集成』所収『伊水温故』 には重源によって建仁 2 年
（1202）に新大仏寺が建立されたことが記されている。
現存する重源の「新大佛寺板五輪塔」の銘文には建
仁 3 年（1203）9 月 15 日の記述が見られる。伊勢・
志摩・伊賀の地誌である『三國地誌』 では新大仏寺は
建久７年（1196）に建立したとあるが、他の文献か

















9 月 22 日、時の富永村庄屋彦右衛門が裏山の大仏山
を、今までと同様に大仏殿諸堂の修理用に充てたいと、
同山の下賜を嘆願している。この記述には寛永 12 年












へと引きつがれた。そして延享 5 年（1787）4 月 19
日上棟、寛延元年（1748）10 月 27 日に入仏した。













































は『史学雑誌』第 70 編 2 号所収資料紹介「海住山寺
文書」佐脇貞明著がある。ここでは解脱上人貞慶（1155


















































研究』（平成 20 年度～平成 22 年度科学研究費補助金





































本年度の調査（平成 23 年 3 月 20 ～ 23 日）では、
仮箱番号第 27 箱の後半から第 28 箱の調査を終わら
せた。第 27 箱は総点数（箱内番号）105 点、そのう
ち今年度調査分が 31 点（１点の中に複数卷・冊を納
める包物や帙・畳入りのものが在るために、実数は















































（平成 20 年度～平成 22 年度科学研究費補助金基盤
研究（Ｂ）研究成果報告書、平成 23 年 3 月、研究
代表宇都宮啓吾）
資料紹介「海住山寺文書」『史学雑誌』第 70 編 2 号
所収　佐脇貞明著　昭和 36 年
「伊賀新大仏寺の経営」『俊乗坊重源の研究』所収　小
林剛著　昭和 46 年
「伊賀新別所新大仏寺に就いて」南都佛教研究会編『重
源上人の研究』所収　村治圓次郎著　昭和 30 年
